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概要 
（100～150 字程度） 

本研究は、慢性炎症と関連する疾患の新たな治療法を見出すため、

IL-6 アンプ活性化による細胞間相互作用の詳細解析を行うことを

目的としている。申請者は、画像解析技術を駆使し、全脳全細胞解

析手法を用いて、炎症状態における免疫細胞と非免疫細胞間の相互

作用を明らかにし、免疫学に新たな知見をもたらすことを目指す。 
研究目的 
（300 字程度） 

慢性炎症はさまざまな疾患、特に自己免疫疾患や癌などと関連して

おり、その分子機構の解明は新たな治療法の開発に繋がると期待さ

れている。炎症反応において、IL-6 アンプ活性化が重要な役割を果

たしており、細胞間相互作用の変化を明らかにすることが求められ

ている。本研究の目的は、IL-6 アンプ誘導時における細胞間相互作

用の詳細な解析を行い、炎症メカニズムの理解を深めることであ

る。申請者は画像解析手法の開発に優れた実績を持ち、全脳全細胞

解析手法を用いて炎症状態における免疫細胞と非免疫細胞間の相

互作用を明らかにする。これにより、従来の免疫学の枠を超えた新

たな視点から炎症反応を捉え、今後の治療法開発に貢献することを

目指す。 
研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

分子神経免疫学分野で IL-6 アンプ誘導時において細胞間相互作用

がどのように変化するかを調べるために、炎症状態についての表現

型解析をライトシート顕微鏡を用いて得られたデータに対して行

った。本共同研究においては、毎月 Web会議を行うことで、大容量

画像に対する細胞間相互作用解析手法を構築した。また構築した解

析基盤技術を用いることで、免疫細胞-非免疫細胞間における相互

作用についても解析を進めており、免疫学に新たなコンセプトを生

み出すことを目的として引き続き共同研究を進める予定である。 
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